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遠隔操作機器・装置の開発・実証施設の 

立地候補地に関する地盤調査の指示（案） 

 
 
 

平成２５年４月２日 
東京電力福島第一原子力発電所 

廃炉対策推進会議 
 
 
 

平成２５年３月２９日、独立行政法人日本原子力研究開発機構（以下、「Ｊ

ＡＥＡ」という。）より、資料１のとおり、遠隔操作機器・装置の開発・実証

施設（以下、「モックアップ施設」という。）の立地場所に関する候補地につ

いて、その評価結果の報告を受けた。 
これを踏まえて、東京電力福島第一原子力発電所廃炉対策推進会議として、

ＪＡＥＡに対して、各候補地の評価順位に基づき、順に地盤調査等を行い、

その結果がモックアップ施設の建設に適切であると考えられる場合には、そ

の結果を報告することを指示する。なお、地盤調査等の結果が、モックアッ

プ施設の建設に適切でない場合は、次位の地点の調査を順次行い、建設に適

切な結果が得られた時点で、その結果を報告すること。 
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１．日 時  平成２５年４月２日（火） 

 

２．場 所  持ち回り開催 

 

３．出席者  議 長   茂木  敏充  経済産業大臣 

       副議長   赤羽  一嘉  経済産業副大臣 
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４．議 題 （１）遠隔操作機器・装置の開発・実証施設（モックアップ施設）の立地場所に関する候補地 

 

５．議事概要 

 ○資料１「遠隔操作機器・装置の開発・実証施設（モックアップ施設）の立地場所に関する候補地の

評価結果について（報告）」及び資料２「遠隔操作機器・装置の開発・実証施設の立地候補地に関す

る地盤調査の指示（案）」について、廃炉対策推進会議として了承した。 

 

 

以上 

 


